
「男女共同参画に関する市民意識調査報告書」概要 

 
                               市民局男女共同参画推進課 
 
 
１ 調査の目的 

  市民の男女共同参画に関する意識、行動等について明らかにし、本市の次期男女共同参画行動計画策

定及び推進のための基礎資料とします。また、次世代育成支援のための資料としても活用していきます。 

  調査結果については、性別や年代別、共働きの有無別などによる分析のほかに、9年度及び 14年度に

実施した調査との経年変化や、国が実施している全国調査との比較による分析を行っています。 

 
２ 調査概要 

(1) 調査対象 横浜市内在住の18歳以上の男女5,000 人（うち外国籍市民100人） 

(2) 抽出方法 住民基本台帳及び外国人登録原票による無作為抽出 

(3) 調査方法 郵送配布・回収法 

(4) 調査期間 平成 17年 8月 12日（金）～8月 30日（火） 

(5) 回答結果 有効回答者数1,929 人（有効回答率38.58％） 

 
３ 回答者の属性 

(1) 性別 

女性 1,139 人（59.1％）、男性 757 人（39.2％）

となっています。 

(2) 年代 

女性は30歳代が最も多く、男性は50歳代が最も

多いものの、比較的均等に分布しています。 

 
    

女性（ｎ＝1,139）

10･20代
13.0%

30代
20.7%

40代
14.0%

50代
18.3%

60代
17.8%

70歳以上
11.9%

無回答
4.2%

10･20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

無回答

   

男性（ｎ＝757）

10･20代
12.0%

30代
16.0%

40代
16.2%50代

18.9%

60代
18.8%

70歳以上
17.7%

無回答
0.4%

10･20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

無回答

 
 ＊ 回答者の年齢構成は、横浜市全体の実際の年齢構成とは差異があることに留意する必要があります。 

回答者性別（ｎ=1,929）

男性
39.2

無回答
1.7

女性
59.1
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４ 調査結果概要 

  調査結果の概要は次のとおりです。 
 

「「男男はは仕仕事事、、女女はは家家庭庭」」とといいうう考考ええ方方ににはは男男女女差差ががああるる  

(1) 性別役割分担（問１） 

「男は仕事、女は家庭を中心にする方がよい」という意見について性別にみると、「そう思う」は

男性が女性より高く、「そう思わない」は女性が男性より高くなっており、男女の間の意識差が明

らかとなっています。 

男は仕事、女は家庭を中心にする方がよい

28.7

14.1

36.2

42.2

33.9

41.5 2.1

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性
(n=757)

女性
(n=1,139)

そう思う

どちらともいえない

そう思わない

無回答

 
〈経年比較〉 

    過去の調査結果との経年比較をすると、男女とも９年度から14年度にかけて「そう思う」割合

が減少し、「そう思わない」割合が増加しましたが、14 年度から 17年度へは横ばいとなっていま

す。 

男は仕事、女は家庭を中心にする方がよい（経年比較）

14.1

19.3

28.7

28.3

36.0

42.2

40.6

41.9

36.2

38.4

36.2

41.5

44.6

37.8

33.9

32.9

26.8

14.6

0.9

0.4

1.2

1.0

0.2

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１７年度
(n=1,139)

１４年度
(n=1,002)

９年度
(n=1,885)

１７年度
(n=757)

１４年度
(n=718)

９年度
(n=1,267)

女
男

そう思う

どちらとも言えない

そう思わない

無回答女 

男 
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学学校校でではは対対等等ななののにに、、社社会会ににででるるとと男男性性優優遇遇  
(2) 各分野における男女平等についての意識（問２） 

「社会通念・慣習・しきたりなど」、「政治の場」、「職場」では、「男性の方が優遇されている」と

思う割合が高く、「学校教育の場」では、「対等」と思う割合が高くなっています。いずれの分野で

も、女性の方が「男性の方が優遇（計）」と思う割合が高くなっています。 
＊「男性の方が優遇（計）」は「男性の方が非常に優遇されている」「どちらかといえば男性の方が優遇されている」の合計 

家庭生活

5.3

12.6

44.4

53.5

37.8

22.9

9.1

7.6

0.6

1.7

2.8

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性

男性の方が非常に
優遇

どちらかといえば男
性の方が優遇

対等

どちらかといえば女
性の方が優遇

女性の方が非常に
優遇

無回答

職場

12.5

25.2

56.1

52.1

18.8

13.3

8.5

3.9 0.1

1.7

5.4

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性

男性の方が非常に
優遇

どちらかといえば男
性の方が優遇

対等

どちらかといえば女
性の方が優遇

女性の方が非常に
優遇

無回答

学校教育の場

9.9

19.4

78.1

65.6

5.8

4.7

1.6

0.7

0.2

0.7

8.6

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性

男性の方が非常に
優遇

どちらかといえば男
性の方が優遇

対等

どちらかといえば女
性の方が優遇

女性の方が非常に
優遇

無回答

 女性（n=1,139） 

男性（n= 757） 
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自治会・町内会等の活動の場

9.0

28.1

38.6

53.5

37.8

10.2

7.2

3.8

0.2

0.5

3.8

7.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性

男性の方が非常に
優遇

どちらかといえば男
性の方が優遇

対等

どちらかといえば女
性の方が優遇

女性の方が非常に
優遇

無回答

 

政治の場

18.5

33.1

53.0

47.5

22.6

12.9

1.2

3.2

0.0

0.3

5.3

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性

男性の方が非常に
優遇

どちらかといえば男
性の方が優遇

対等

どちらかといえば女
性の方が優遇

女性の方が非常に
優遇

無回答

法律や制度の上

4.8

16.2

32.8

48.6

8.1

5.124.4

50.3

0.0

1.3

2.8

5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性

男性の方が非常に
優遇

どちらかといえば男
性の方が優遇

対等

どちらかといえば女
性の方が優遇

女性の方が非常に
優遇

無回答

社会通念・慣習・しきたり

15.1

31.5

14.0

9.252.9

64.1

1.9

4.0

0.1

1.2

4.3

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性

男性の方が非常に
優遇

どちらかといえば男
性の方が優遇

対等

どちらかといえば女
性の方が優遇

女性の方が非常に
優遇

無回答

 女性（n=1,139） 

男性（n= 757）   

- 4 - 



ももっっとと男男性性がが家家事事・・子子育育ててをを分分担担ででききるるよよううにに  
(3) 家事・子育ての分担の理想と実態（問３、問４、問６） 

家事・子育てにおける役割分担の理想と実態をみると、理想では「主に妻（女性）」と「夫（男性） 

と妻（女性）と同程度分担」が拮抗しているのに対し、実態は女性が担っている割合が高くなってい

ます。 

子どもの教育としつけについては、理想は「同じ程度分担」の割合が高くなっていますが、実態は 

やはり「主に女性」の割合が高くなっています。 

家事・子育ての分担の理想と実態

52.0

84.2

72.0

44.4

81.3

69.9

41.2

77.9

67.9

43.3

6.3

38.6

44.9

44.0

7.0

16.1

50.2

9.3

19.1

50.4

8.1

16.8

30.8

85.1

45.2

24.3

3.9

6.5

4.1

5.8

11.2

13.4

14.3

13.7

7.3

14.0

16.2

2.8

0.0

1.2

0.3

0.6

0.1

1.0

0.3

11.8

2.2

0.9

0.6

0.0

1.1

0.7

1.2

0.9

3.7

3.9

4.2

4.4

4.1

4.1

8.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

理想：食事の用意・かたづけ
（ｎ=1,929）

実態：食事の用意
（ｎ=1,369）

実態：食事の後かたづけ
（ｎ=1,369）

理想：洗濯・掃除
（ｎ=1,929）

実態：洗濯（ｎ=1,369）

実態：掃除（ｎ=1,369）

理想：乳幼児の世話
（ｎ=1,929）

実態：ミルク・食事の世話
（n=321）

実態：おしめの取り替え
（n=321）

実態：お風呂に入れる
（n=321）

理想：子どもの教育としつけ
（ｎ=1,929）

実態：しつけをする（n=321）

実態：勉強をみる（n=321）

主に女性 同じ程度 主に男性 その他 無回答
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男男性性はは理理想想もも現現実実もも仕仕事事優優先先、、女女性性はは仕仕事事とと家家庭庭・・地地域域のの係係わわりり方方ががささままざざまま  

(4) 仕事と家庭生活・地域活動との関係（問9、問 10） 

   仕事との関係で家庭生活・地域活動をどう位置づけるのが望ましいかを、女性について、男性につ

いてそれぞれたずねました。男性は、理想も現状も「仕事を優先（計）」の割合が高くなっています。

女性は、理想は「同じように両立」次いで「家庭生活・地域活動を優先（計）」となっていますが、現

状は、「家庭生活・地域活動を優先（計）」が多く、他の選択肢も拮抗しており、さまざまな係わり方

をしています。 
＊「仕事を優先（計）」は「家庭生活・地域活動よりも、仕事に専念する」と「家庭生活・地域活動にも携わるが、仕事を優先」の合計 

「家庭生活・地域活動を優先（計）」は「仕事にも携わるが、家庭生活・地域活動を優先」と「仕事よりも、家庭生活・地域活動に専念」の合計 

 

仕事との関係における家庭生活・地域活動の位置付けの理想と現状

12.8

8.8

31.4

19.0

14.7

62.0

34.7

38.1

16.2

25.3

12.0

31.7

12.3

2.7

3.0

9.0

22.0

4.4

16.5

11.6

2.2

1.2

5.5

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

理想：女性について
（ｎ=1,561）

現状：女性
（ｎ=1,139）

理想：男性について
（ｎ=1,582）

現状：男性
（ｎ=757）

家庭生活・地域活動よりも、仕事に専念する

家庭生活・地域活動にも携わるが、仕事を優先させる

家庭生活・地域活動と仕事を同じように両立させる

仕事にも携わるが、家庭生活・地域活動を優先させる

仕事よりも、家庭生活・地域活動に専念する

その他

無回答

  
結結婚婚・・出出産産をを機機にに仕仕事事をを一一旦旦辞辞めめるるがが過過半半数数、、仕仕事事継継続続ははやややや増増加加  
(5) 女性と仕事や結婚について（問12） 

女性の仕事や結婚についての理想像では、結婚・出産を機に家庭に入り、子どもが成長後再び仕事 
につく「仕事中断型」が55.5％と半数を超え、仕事を続ける「仕事継続型」が 24.8％、結婚・出産を

機に仕事をやめる「仕事中止型」が 8.2％となっています。前回調査に比べ、「仕事中断型」、「仕事中

止型」が減り、「仕事継続型」が増えています。                              

女性の仕事や結婚についての理想像

23.2

22.9

24.8

62.1

57.9

8.7

9.2

8.255.5

1.9

1.3

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成9年度
（ｎ=3,192）

平成14年度
（ｎ=1,736）

平成17年度
（ｎ=1,929）

仕事継続 仕事中断 仕事中止 仕事せず

 

＊「仕事継続」：「結婚をせず
に仕事を続ける」「結婚はする
が、出産はせず、仕事を続け
る」「結婚をし、出産をし、仕
事も続ける」の合計 
「仕事中断」：「結婚を機に仕
事をやめて家庭に入るが、子
どもが一定の年齢に達したら
再び仕事につく」「出産を機に
仕事をやめて家庭に入るが、
子どもが一定の年齢に達した
ら再び仕事につく」の合計 
「仕事中止」：「結婚を機に仕
事をやめて家庭に入る」「出産
を機に仕事をやめて家庭に入
る」の合計 
「仕事せず」：「仕事にはつか
ずに、家庭に入る」の値 
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両両立立ににはは職職場場ににおおけけるる環環境境整整備備やや制制度度のの充充実実がが必必要要  

(6) 仕事と家庭生活の両立に必要なこと（問20） 

男女がともに仕事と家庭生活を両立させていけるような環境をつくるために必要なことは、「育児

休業・介護休業制度を利用できる職場環境をつくる」が最も多く、次いで「在宅勤務やフレックスタ

イム制度など、柔軟な勤務制度を導入する」となっており、職場における環境整備や制度充実を求め

る意見が多くなっています。 

 

男女がともに仕事と家庭生活を両立させるために必要なこと

66.3

48.3

47.0

40.7

28.7

24.5

2.9

0 10 20 30 40 50 60 70

育児休業・介護休業制度を利用できる職場環境をつくる

在宅勤務やフレックスタイム制度など、柔軟な勤務制度を導入する

育児休業・介護休業中の賃金その他の経済的補償を充実する

地域の保育施設や保育時間の延長など保育環境を充実する

育児や介護のために退職した職員を再雇用する制度を導入する

労働時間を短縮する

その他

（％）

 

（n=1,929） 

仕仕事事とと家家庭庭生生活活のの両両立立支支援援がが求求めめらられれてていいるる 

(7) 今後横浜市が力を入れていくべき施策（問28） 

今後、力を入れていく施策については「男女が共に仕事と家庭生活等を両立できるような支援策を 

充実する」が群を抜いて高い割合となっています。 

男女共同参画社会の実現へ国や自治体が取り組むべきこと

62.8

33.3

32.9

24.8

23.6

18.7

10.9

9.3

3.7

1.5

0 10 20 30 40 50 60 70

男女が共に仕事と家庭生活等を両立

できるような支援策を充実する
男女が互いの性を理解し尊重しあえる

教育を進める
企業などが男女共同参画の推進に取り

組むような情報提供をする
男女共同参画に関する広報・啓発・学習

機会を充実する
政策における意思決定や方針決定の場

への女性の参画を促進する
女性に対する暴力をなくすための施策を

充実する
男女共同参画の推進に関する国際的な

理解や協力活動への支援を進める
女性の生涯にわたる健康づくりへの支援

策を充実する
外国人女性が安心して暮らせる施策

を充実する

その他

（％）

 
（n=1,929） 
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女女性性のの性性のの商商品品化化とと人人権権侵侵害害へへのの認認識識ににはは男男女女差差がが大大ききいい  

(8) 女性の性の商品化と人権侵害と思われること（問23） 

女性の性が商品として扱われ、女性の人権が侵害されていると思うことをたずねたところ、「売買

春（援助交際を含む）」が最も高くなっています。「インターネット上のアダルト向けサイト」、「アダ

ルト向けのビデオやゲーム等」、「女性のヌード写真などを掲載している新聞や週刊誌など」では、男

女の認識の差が大きくなっています。 

女性の性の商品化と人権侵害と思われること

62.5

50.6

37.3

32.5

32.2

28.1

28.1

4.6

64.3

54.8

48.6

47.9

47.6

41.3

37.9

4.1

0 10 20 30 40 50 60 70

売買春（援助交際を含む）

性風俗店

女性の性を誇張した広告

インターネット上のアダルト向けサイト

アダルト向けのビデオやゲーム等

女性のヌード写真などを掲載している

新聞や週刊誌など

ポルノ雑誌・コミック

その他

男性（n=757）

女性（n=1,139）

 

女女性性にに対対すするる暴暴力力ににはは、、被被害害者者のの保保護護体体制制とと加加害害者者対対策策がが求求めめらられれてていいるる 

(9) 女性に対する暴力防止への取組に必要なこと（問26） 

女性に対する暴力の防止への取組として必要だと思うことをたずねたところ、女性は「被害者を保

護する体制を充実する」の割合が最も高く、男性は「暴力をふるう加害者への対策を進める」の割合

が最も高くなっています。 

女性に対する暴力防止への取組に必要なこと

53.6

58.5

55.9

27.5

31.6

16.8

19.0

2.5

61.4

56.3

55.6

41.7

27.0

16.4

15.1

1.3

0 10 20 30 40 50 60 70

被害者を保護する

体制を充実する

暴力をふるう加害者への

対策を進める

被害を受けた人たちのための

相談体制・窓口を充実する

被害者が自立して

生活できるように支援する

犯罪の取締りを強化する

被害を受け悩んでいる人

ヘ情報を提供する

暴力防止のための

啓発を進める

その他

男性（n=757）

女性（n=1,139）
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職職場場ででセセククシシュュアアルル・・ハハララススメメンントトをを経経験験すするる女女性性がが多多いい  

(10) セクシュアル・ハラスメントを受けた経験（問27） 

最近３年間に「職場」、「学校」、「地域活動の場」でセクシュアル・ハラスメントと思う行為を受

けた経験を聞いたところ、「職場」で受けた経験があると回答した割合が最も高くなっています。「こ

の３年の間、職場・学校・地域活動の場にいたことがない」と「無回答」を除くと、「職場」で受け

た経験がある割合は３割を超えます。 

過去3年間にセクシュアル・ハラスメントと思う行為を受けた経験

22.7

13.9

9.7

4.8

36.1

52.0

27.1

31.3

37.2

40.8

11.9

18.1

13.6

12.6

9.8

29.3

29.3

52.1

53.1

40.4

44.6

2.7

2.0

4.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

職場：女性

職場：男性

学校：女性

学校：男性

地域活動の場：女性

地域活動の場：男性

セクシュアル・ハラス
メントと思う行為を受
けた経験がある
受けたことはない

3年間職場・学校・地
域活動の場にいたこ
とがない
無回答

 

女性 n=1,139 

男性 n= 757 

女女性性専専門門外外来来がが望望ままれれてていいるる  

(11) 女性の生涯にわたる健康づくりのための支援策（問22） 

女性に、女性の生涯にわたる健康づくりのための支援策について必要なことをたずねたところ、「医

療機関での女性専門外来の設置」の割合が最も高くなっています。 

女性の生涯にわたる健康づくりのための支援策

68.9

45.7

19.1

12.6

9.7

4.3

3.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80

医療機関での女性専門外来の設置

女性の健康に関する情報の提供

女性の健康に関する学習機会の充実

福祉保健センターでの相談

女性特有の病気を克服した人による相談

男女共同参画センターでの相談

その他

 
（n=1,929） 
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